
清

史

国

際

討

論

会

参

去
年
（
一
九
八
六
年
）
七
月
二
五
日
よ
り
二
九
日
ま
で
の
五
日
間
、
中

国
遼
寧
省
の
海
港
都
市
大
連
の
棒
椎
島
賓
館
で
開
催
さ
れ
た
清
史
国
際

討
論
会
へ
参
加
の
め
た
、
五
年
振
り
に
訪
中
し
た
。

今
回
の
討
論
会
の
招
聘
状
は
一
昨
年
の
十
二
月
末
に
受
け
、
昨
年
七

月
初
に
大
連
市
人
民
政
府
弁
公
室
よ
り
「
遂
請
書
」
を
得
て
、
大
阪
中

国
総
領
事
館
に
お
い
て
査
証
許
可
を
得
て
訪
中
し
た
次
第
で
あ
る
。

外
国
か
ら
の
参
加
者
は
、
七
月
二
三
日
、
北
京
に
集
合
し
た
。
日
本

人
参
加
者
は
、
神
田
信
夫
明
治
大
教
授
、
松
村
潤
日
本
大
教
授
、
石
橋

秀
雄
立
教
大
教
授
、
細
谷
良
夫
弘
前
大
教
授
、
石
橋
崇
雄
国
士
館
大
講

師
、
加
藤
直
人
日
本
大
講
師
等
の
諸
氏
が
東
京
よ
り
参
加
さ
れ
、
中
国

留
学
中
の
東
京
外
大

A
.
A
研
の
中
見
立
夫
氏
と
北
京
大
留
学
中
の
京

都
大
院
生
大
澤
顕
浩
氏
と
は
大
連
で
会
い
、
大
阪
か
ら
の
筆
者
を
含
め

九
名
で
あ
っ
た
。

日
本
人
以
外
の
参
加
者
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ケ
ン
ト
大
の
王
業
鍵
氏
、

日
本
広
島
大
の
楊
啓
樵
氏
、
香
港
中
文
大
の
羅
柄
綿
氏
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
ラ
ト
ベ
大
学
の
ト
ー
マ
ス
・
フ
ィ
シ
ャ
ー
氏
等
で
あ
っ
た
。

ニ
四
日
、
大
連
で
会
っ
た
中
見
・
大
澤
―
―
氏
を
除
き
、
外
国
人
参
加

者
は
、
北
京
師
範
大
学
を
表
敬
訪
問
し
た
。
同
大
学
で
は
、
歴
史
系
の
馬

家
駿
教
授
と
東
西
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
主
任
の
何
絃
全
教
授
と
か
ら
、

師
範
大
の
沿
革
並
び
に
歴
史
系
の
組
織
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
特
に

何
教
授
は
最
近
組
織
さ
れ
た
東
西
方
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
『
東
西
方
文
化
研
究
」
を
九
月
に
創
刊
し
、

同
大
学
の
国
際
交
流
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
で
あ
る
。

同
日
正
午
、
外
国
人
参
加
者
は
北
京
師
範
大
学
よ
り
昼
食
の
招
待
を

受
け
、
北
海
公
園
内
の
佑
膳
飯
荘
で
清
代
宮
廷
料
理
の
一
端
を
味
わ
い
、

同
日
午
後
の
飛
行
機
で
北
京
よ
り
大
連
へ
向
っ
た
。

大
連
空
港
で
は
、
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
の
周
遠
廉
氏
及
び

遼
寧
大
学
の
孫
文
良
氏
等
の
出
迎
え
を
受
け
た
。
孫
氏
は
関
西
大
学
交

換
教
授
と
し
て
来
日
さ
れ
て
お
り
、
二
年
振
り
の
再
会
で
あ
っ
た
。

二
五
日
、
大
連
の
棒
椎
島
ホ
テ
ル
内
で
、
午
前
九
時
よ
り
開
会
式
が

加

記

松

浦

章
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挙
行
さ
れ
た
。

今
回
の
討
論
会
の
主
催
代
表
で
あ
る
北
京
師
範
大
学
白
寿
彙
校
長
等

の
挨
拶
の
他
、
外
国
人
参
加
者
を
代
表
し
て
神
田
信
夫
教
授
が
挨
拶
さ

れ
た
。神
田
教
授
は
「
清
朝
史
研
究
は
、
一
七
ー
ニ

0
世
紀
初
に
世
界
の
歴

史
が
一
体
化
し
、
世
界
史
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
る
」
等
の
指
摘

を
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
二
五
日
以
後
、
次
の
よ
う
に
討
論
会
が
運
営
さ
れ
た
。

二

五

日

午

前

開

会

式

午

後

分

科

会

二

六

日

午

前

分

科

会

午

後

分

科

会

二
七
日
参
錮
中
国
人
研
究
者
は
旅
順

外
国
人
研
究
者
は
大
連
市
図
書
館
及
び
市
内
見
学

ニ

八

日

午

前

分

科

会

午

後

全

体

会

二

九

日

午

前

全

体

会

午

後

閉

会

式

分
科
会
は
第
一
部
、
経
済
、
第
二
部
、
政
治
、
第
三
部
、
民
族
・
人

物
、
第
四
部
、
思
想
・
文
化
の
以
上
の
四
分
科
会
で
あ
っ
た
。

筆
者
は
、
二
五
日
午
後
は
政
治
の
分
科
会
に
出
席
し
た
。
司
会
は
王

思
治
中
国
人
民
大
学
教
授
、
朱
金
甫
中
国
第
一
楷
案
館
主
任
で
あ
っ
た
。

二
六
日
以
降
は
経
済
の
分
科
会
に
出
席
し
た
。
同
会
の
司
会
は
葉
顕
恩

広
東
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
経
済
史
研
究
室
主
任
で
あ
っ
た
。
筆
者

は
両
分
科
会
に
お
い
て
報
告
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
筆
者
は
先
に
中
国
の
学

①
 

術
討
論
会
へ
参
加
し
た
経
験
か
ら
、
報
告
論
文
「
康
熙
帝
と
日
本
・
海

舶
互
市
新
例
」
を
ワ
ー
プ
ロ
を
使
用
し
て
印
刷
し
、
百
部
持
参
し
た
。

中
国
各
地
の
研
究
者
も
各
々
の
方
法
で
印
刷
さ
れ
た
論
文
を
持
参
さ
れ
、

学
会
中
に
配
布
さ
れ
た
。

将
来
、
今
回
の
学
会
の
論
文
集
を
出
版
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
ニ
・

三
年
か
か
る
た
め
、
事
前
に
遼
寧
社
会
科
学
院
の
『
社
会
科
学
輯
刊
』

に
掲
載
し
て
ほ
し
い
と
、
当
編
輯
部
か
ら
外
国
人
研
究
者
に
要
望
さ
れ

今
回
の
学
会
の
内
容
は
松
村
潤
教
授
が
『
東
方
学
』
第
七
三
輯
に
紹

介
さ
れ
る
予
定
の
た
め
、
本
稿
で
は
筆
者
の
印
象
を
以
下
述
べ
て
み
た

、。
中
国
人
民
大
学
椙
案
系
章
慶
遠
教
授
は
同
氏
が
現
在
進
め
ら
れ
て
い

る
研
究
の
一
端
と
し
て
、
銭
舗
・
嘗
鋪
・
布
店
・
根
店
な
ど
の
官
営
商

業
の
解
明
、
そ
し
て
、
社
会
制
度
の
問
題
解
明
と
し
て
の
清
代
史
研
究

の
重
要
性
、
並
び
に
薙
正
帝
の
業
績
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
を
指
摘

さ
れ
た
。

社
会
問
題
に
関
し
て
、
南
開
大
学
歴
史
系
の
海
爾
康
教
授
が
“
清
代

社
会
史
“
と
い
う
表
現
で
中
国
社
会
生
活
の
状
況
を
解
明
す
る
必
要
性

を
換
起
さ
れ
た
点
は
、
今
ま
で
に
な
い
新
鮮
さ
を
感
じ
た
。

筆
者
の
興
味
あ
る
貿
易
史
の
分
野
で
は
、
広
東
省
か
ら
の
研
究
者
が
、

多
く
の
新
し
い
研
究
を
出
さ
れ
て
い
た
。

広
東
省
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
経
済
史
研
究
室
主
任
の
葉
顕
恩
氏

は
『
明
清
徽
州
農
村
社
会
与
佃
僕
制
』
（
一
九
八
一
＿
＿
年
）
の
著
書
で
我
国

-65-



で
も
著
名
で
あ
る
が
、
今
回
「
清
代
広
東
水
運
与
社
会
経
済
」
を
提
出

さ
れ
清
代
の
広
東
に
お
い
て
外
国
貿
易
が
発
展
し
た
背
景
と
し
て
珠
江

三
角
洲
に
お
け
る
水
運
と
そ
の
経
済
関
係
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

ま
た
同
研
究
所
の
部
開
頌
氏
は
「
鶉
片
戦
争
前
清
政
府
対
広
東
海
外

貿
易
的
若
干
特
殊
政
策
及
其
影
響
」
に
お
い
て
清
代
の
対
外
貿
易
政
策

に
お
け
る
広
東
の
重
要
性
、
広
東
の
対
外
貿
易
港
と
し
て
の
立
地
条
件
、

広
東
貿
易
を
支
え
た
珠
江
三
角
洲
の
問
題
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

珠
江
三
角
洲
を
含
め
た
広
東
地
区
の
経
済
問
題
に
つ
い
て
は
他
に
中

山
大
学
歴
史
系
の
黄
啓
臣
副
教
授
、
広
東
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
の

諏
様
華
氏
、
同
所
の
蒋
祖
縁
氏
等
が
次
の
報
告
を
さ
れ
て
い
る
点
が
注

目
さ
れ
た
。

黄
啓
臣
氏
「
清
代
前
期
農
業
生
産
的
発
展
」

諏
様
華
氏
「
明
清
時
期
佛
山
経
済
繁
栄
的
原
因
」

蒋
祖
緑
氏
「
清
代
前
中
期
広
州
的
対
外
貿
易
与

広
州
城
市
文
明
発
展
的
関
係
」

い
ず
れ
も
清
代
広
東
地
域
の
経
済
問
題
に
関
す
る
報
告
で
あ
り
、
複

数
の
専
門
家
が
同
一
地
域
の
研
究
に
一
丸
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
中
国
人
研
究
者
の
強
み
を
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。

以
上
の
広
東
省
の
研
究
者
か
ら
、
本
年
十
一
月
に
広
東
省
で
、
ょ
清

代
地
域
経
済
研
究
“
の
国
際
学
術
討
論
会
を
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
を
教
え
ら
れ
た
。

各
氏
等
は
右
の
事
情
も
あ
っ
て
共
同
研
究
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ

た。
討
論
会
終
了
後
、
外
国
人
参
加
者
は
全
員
三
十
日
、
大
連
を
離
れ
沈

陽
に
赴
い
た
。

沈
陽
で
は
筆
者
は
、
遼
寧
大
学
日
本
研
究
所
の
招
待
を
受
け
、
遼
寧

大
学
外
事
処
の
宿
舎
に
滞
在
し
た
。
三
一
日
、
午
前
は
他
の
参
加
者
と

伴
に
、
遼
寧
省
楷
案
館
を
見
学
し
た
。
同
館
で
閲
覧
を
希
望
し
て
い
た

⑨
 

「
朝
鮮
国
王
来
書
簿
」
は
現
在
所
在
不
明
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
一
日
午
後
、
日
本
研
究
所
主
催
の
座
談
会
が
お
こ
な
わ
れ
、
任
鴻

章
所
長
の
司
会
に
よ
り
、
筆
者
の
専
攻
す
る
ょ
清
代
の
日
中
関
係
史
“

を
中
心
に
、
同
研
究
所
の
諸
氏
と
意
見
交
換
し
た
。

沈
陽
滞
在
中
、
東
陵
（
ヌ
ル
ハ
チ
の
墓
）
、
北
陵
（
ホ
ン
タ
イ
ジ
の
墓
）
、
新

楽
遺
趾
出
土
展
示
館
（
同
遣
趾
は
約
七
千
年
前
の
も
の
）
を
他
の
討
論
会
参

加
者
と
伴
に
見
学
し
、
ま
た
任
鴻
章
所
長
等
の
案
内
で
沈
陽
故
宮
を
見

学
し
た
。

八
月
三
日
、
沈
陽
よ
り
飛
行
機
で
筆
者
一
人
北
京
へ
戻
り
、
北
京
師

範
大
学
の
お
世
話
で
北
京
郵
電
学
院
の
招
待
所
に
宿
泊
し
た
。

三
日
午
後
よ
り
五
日
の
帰
国
ま
で
、
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所

清
史
研
究
室
の
濁
佐
哲
氏
の
案
内
を
受
け
、
三
日
夜
は
中
国
中
日
関
係

史
研
究
会
常
務
理
事
注
向
栄
氏
宅
を
訪
問
し
懇
談
し
た
。

翌
四
日
、
漏
氏
の
案
内
で
歴
史
研
究
所
を
訪
問
し
、
研
究
室
、
図
書

室
等
を
見
学
し
、
図
書
室
で
は
同
所
副
所
長
の
李
学
勤
氏
と
再
会
し
た
。

李
氏
は
一
昨
年
十
一
月
よ
り
約
一
か
月
半
、
大
庭
脩
教
授
の
招
聘
に
よ

-66-



り
関
西
大
学
に
来
学
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
、
濁
氏
の
案
内
で
中
国
第
一
樅
案
館
を
訪
問
し
、
大
連
の
学

会
で
会
っ
た
朱
金
甫
氏
を
始
め
、
倫
玉
儲
、
徐
藝
圃
、
呂
堅
等
の
諸
氏

と
懇
談
し
、
朱
氏
か
ら
、
「
康
煕
起
居
注
」
三
冊
に
続
い
て
、
『
雅
正

起
居
注
」
三
冊
、
『
乾
隆
起
居
注
』
六
冊
以
上
の
刊
行
予
定
の
計
画
が

あ
る
こ
と
の
教
示
を
得
た
。
そ
し
て
、
同
館
の
特
別
陳
列
室
に
お
い
て
、

清
代
の
第
一
級
史
料
の
各
種
の
貴
重
な
椙
案
を
閲
覧
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

さ
ら
に
、
凋
氏
の
案
内
で
紫
禁
城
出
版
社
を
訪
れ
た
。
同
社
は
『
故

宮
博
物
院
院
刊
』
（
季
刊
）
、
『
紫
禁
城
』
（
隔
月
刊
）
等
を
出
版
し
て
お
り
、

同
社
編
輯
の
注
莱
菌
女
士
は
筆
者
の
突
然
の
来
訪
を
歓
迎
し
て
下
さ
っ

た
。
そ
れ
は
先
に
筆
者
が
発
表
し
た
「
乾
隆
南
巡
と
日
本
ー
舶
載
資
料

を
中
心
—
」
(
『
肝
陵
』
凡1
2
)を
凋
氏
が
『
紫
禁
城
』
一
九
八
六
年
第

六
期
、
第
三
七
期
）
に
紹
介
さ
れ
る
予
定
に
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
っ

た。
凋
氏
は
さ
ら
に
北
京
故
官
を
案
内
し
て
下
さ
っ
た
。
そ
の
上
同
夜
、

同
氏
宅
に
招
待
を
受
け
た
。
思
い
が
け
ず
北
京
の
市
民
生
活
の
一
面
を

見
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。
同
氏
宅
に
来
訪
中
の
北
京

市
社
会
科
学
院
歴
史
研
究
所
閻
崇
年
所
長
、
中
国
歴
史
博
物
館
の
劉
如

仲
氏
等
と
も
懇
談
し
た
。
両
氏
と
も
大
連
の
学
会
で
会
っ
た
人
々
で
、

今
後
の
学
術
交
流
を
約
し
た
。

わ
ず
か
十
四
日
間
の
中
国
滞
在
で
あ
っ
た
が
、
今
ま
で
学
術
雑
誌
等

で
し
か
名
の
知
り
得
な
か
っ
た
多
く
の
清
代
研
究
者
と
遡
逗
で
き
有
意

で
あ
っ
た
。

今
回
の
訪
中
に
際
し
お
世
話
い
た
だ
い
た
周
遠
廉
氏
、
遼
寧
師
大
の

朱
誠
如
氏
、
北
京
師
大
の
関
係
各
位
、
さ
ら
に
遼
寧
大
学
の
孫
文
良
氏
、

任
鴻
章
氏
、
日
本
研
究
所
の
各
位
、
遼
寧
社
会
科
学
院
の
謝
肇
華
氏
及

び
北
京
滞
在
中
、
い
ろ
い
ろ
御
配
慮
い
た
だ
い
た
凋
佐
哲
氏
等
に
末
筆

な
が
ら
謝
辞
を
述
べ
る
次
第
で
あ
る
。

註

①
松
浦
章
「
香
港
・
中
日
文
化
交
流
国
際
研
討
会
及
び
中
国
・
東
北
地
区
中
日

関
係
史
研
究
会
参
加
報
告
記
」
（
『
史
泉
』
五
五
号
、
一
九
八
一
年
三
月
）
。

③
松
浦
「
清
に
通
報
さ
れ
た
『
島
原
の
乱
』
の
動
静
」
（
『
関
西
大
学
東
西
学

術
研
究
所
紀
要
』
一
九
輯
、
一
九
八
六
年
三
月
）
．

祠
西
大
学
助
教
授

‘-ノ
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